
出し平ダムにおいて、排砂直後に測量が実施できず、第２回目の細砂通過放流後に実施した測量結果により河床変動量を算出した。
なお、排砂時の排砂量については、再現計算により推定した。

１．測量時期

２．堆砂形状の変化イメージ

平成２３年度 連携排砂及び通砂時における河床変動量について 参考資料１－１
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Ｈ２３.５.１０に発生した洪水に対して、Ｈ２３年度予測モデルで再現計算を行ったところ、１０万㎥堆積と算出したが、その後の測量では、
２０万㎥堆砂という結果であった。

１．背 景

出し平ダムでは、流入量が３００㎥/s以上で、土砂流入が卓越するとされていることから、５月測量が開始された平成１６年以降の
５月を対象とし、出水特性を整理した。

２．５月出水特性の把握

出し平ダムにおける５月出水の特性について 参考資料１－２

図-6 ピーク流量と堆砂量の関係図-5 総流入量と堆砂量の関係

総流入量に対する堆砂量は、過去に比べ大きい。

図-1 出水波形
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図-7 給砂条件

１位／９出水総流入量

２位／９出水継続時間

１位／９出水ピーク流量

5月出水の順位

ピーク流量の対する堆砂量は、相関性がある。
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平成２３年６月の通砂時において、H２３年度予測モデルで現地シミュレーションを行ったところ、６時間で自然流下を終了と判断したが、その後の
測量により、通砂時において２０万㎥堆砂したことがわかった。

１．背 景

連携通砂が開始された平成１３年以降の通砂実施基準である480㎥/sを超える出水を対象として、出水特性を整理した。

出し平ダムにおける６月出水の特性について（通砂） 参考資料１－３

ピーク流量に対する総流入量は、過去に比べて多い。
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図-2 ピーク流量
図-3 継続時間

図-4 総流入量
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図-1 出水波形

図-5 ピーク流量と総流入量の関係 図-6 総流入量に対する出水確率

図-7 平成２３年出し平ダム通砂予測


